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１ 概要 

  鎌倉市スポーツ施設指定管理者選定委員会（以下「選定委員会」という。）

は、鎌倉体育館、大船体育館、鎌倉武道館及び見田記念体育館の指定管理

者の選定にあたり、応募団体から提出された法人等に関する応募書類及び

公募プロポーザル提案書の内容が鎌倉市スポーツ施設指定管理者募集要項

等の要求を満たしていることを確認するとともに、応募団体によるプレゼ

ンテーションを受け、各委員からヒアリングを行って評価した結果をもっ

て、優先交渉権者及び第２位から第４位の交渉権者を選定した。 

 

２ 鎌倉市スポーツ施設指定管理者選定委員会 

  委 員 長  海老原 修  横浜国立大学教授 

  副委員長  中 園 雅 勝 神奈川県立体育センター所長 

  委  員  福澤 慎太郎 税理士（福澤慎太郎税理士事務所所長） 

  委  員  依 田 充 代 日本体育大学教授 

  委  員  川生 まさ子 鎌倉市体育協会副会長 

 

３ 選定委員会開催の経過 

 内    容 開 催 日 

第 1 回 

○指定管理者の募集について 

 ・募集要項等の説明 

○審査の進め方について 

 ・配点基準等について 

平成 29 年 7 月 28 日（金） 

第２回 

○公開ヒアリングについて 

○公開ヒアリング 

○優先交渉権者の決定について 

○総評（選定結果報告書の作成） 

平成 29 年 11 月 12 日（日） 

 

４ 応募団体（４団体。申請順） 

 （１） 鎌倉スポーツブリッジ共同事業体 

（構成企業：（代表）株式会社コナミスポーツクラブ、日本メックス株式会社）  

（２） 鎌倉ＫＡスポーツパートナー 

（構成企業：（代表）株式会社協栄、アシックスジャパン株式会社）

（３） 日本環境マネジメント株式会社 

（４） 東急スポーツオアシス・ハリマビステム共同事業体 

（構成企業：（代表）株式会社東急スポーツオアシス、株式会社ハリマビステム）  
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５ 審査の内容 

  応募団体から提出された法人等に関する応募書類及び公募プロポーザル提

案書について、記載漏れや不備などがなく、鎌倉市スポーツ施設指定管理者

募集要項等の要求を満たしていることを確認した。 

公開ヒアリングを実施し、応募団体によるプレゼンテーション及び選定委員

からのヒアリングにより、評価配点基準表に基づき、各委員が２５０点満点で

採点を行った。 

 各委員が採点した得点を合計し、最も得点の高い応募団体を優先交渉権者

とし、以下、得点の高い順に第 2 位から第 4 位までの交渉権者を決定した。 

 

６ 評価配点基準 

評  価  分  類 項目数 評価視点 配  点 

１ 管理運営の基本 ９項目 １６視点 ５２５点 

２ 施設の運営に関する業務 ４項目  ６視点 ２００点 

３ 施設及び設備の維持管理業務 ２項目  ６視点 １７５点 

４ スポーツ振興に関する業務 ５項目 １０視点 ３５０点 

小   計 ２０項目 ３８視点 １，２５０点 

  

７ 審査の結果 

 上記による審査を実施した結果、選定委員会は次のとおり決定した。 

（１） 優先交渉権者 

鎌倉スポーツブリッジ共同事業体 

（２） 第２位 

東急スポーツオアシス・ハリマビステム共同事業体 

（３） 第３位 

鎌倉ＫＡスポーツパートナー 

（４） 第４位 

日本環境マネジメント株式会社 

 

  ＊応募者の評価点は別紙のとおり 
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８ 総評 

  選定委員会は今回の審査結果を次のとおり総評する。 

審査に当たり、指定管理者として市民に寄り添った施設運営とスポーツ振

興策を考えているか、県や市のスポーツ施策の推進、鎌倉の環境の特性を理

解したリスクマネジメントが提案されているかを特に注視していたが、全体

的にスポーツ振興策については、スポーツジムの考え方による提案が多く、

競技団体や一般利用者の目線に立ったサービスの提案がやや足りなかった。 

又、特に鎌倉体育館の周囲は、観光客の多さ、津波による被害が懸念され

ているエリアであるため、他とは異なる認識を持った危機管理体制の構築が

必要だが、どの提案者も現時点ではさらに検討を要すると判断した。 

個々の提案の評価としては、東急スポーツオアシス・ハリマビステム共同事

業体は、市民に対して良質なサービスを提供するための人材育成のノウハウに、

日本環境マネジメント株式会社は、指定管理者として長年培ったノウハウを活

かした提案に期待したが、スポーツ振興事業についてもう少し掘り下げた検討

が欲しかった。 

鎌倉ＫＡスポーツパートナー及び鎌倉スポーツブリッジ共同事業体は、それ

ぞれの代表企業が現在の指定期間において共同事業体を構成し、指定管理業務

を行っている。今回は更なるサービス向上を目指し、それぞれが別の共同事業

体を構成して応募され、双方ともこれまでの経験に基づいた実現性の高さを感

じさせる提案がなされた。 

鎌倉ＫＡスポーツパートナーは優等な提案ではあったが、管理運営の考え方

やスポーツ振興に対する提案について、鎌倉スポーツブリッジ共同事業体に比

べ、やや検討が足りなかった。 

一方、鎌倉スポーツブリッジ共同事業体は、全体的に安定した管理運営が期

待できる提案に加え、業界屈指のスポーツクラブ経営の実績に裏打ちされた代

表企業のノウハウを鎌倉市民向けにアレンジし、市民の満足度の向上を図り、

数値目標を明確にしながら事業を展開する提案がなされたことから、最も高く

評価し、次期指定管理者の優先交渉権者として選定した。 

国、県、市の施策においてもスポーツには、健康づくり、コミュニティの

活性化など様々な効果が期待されている。３年後には 2020 東京オリンピッ

ク・パラリンピック競技大会の開催もあり、市民のスポーツに対する関心は

ますます高まると考えられ、スポーツをする習慣のない市民にもスポーツに

触れてもらう絶好の機会であるから、同共同事業体には鎌倉市スポーツ振興

基本計画に掲げる「市民のスポーツ実施率６０％」の実現に向け、存分にノ

ウハウを発揮していただくことを期待する。 


